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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　店舗の空席状況を提供する空席状況情報提供システムであって，
　店舗に関する情報を記憶する店舗情報記憶部と，
　ユーザが利用するユーザ端末から，前記ユーザ端末の位置情報と、何分後の空席状況が
知りたいかを示す時間情報とを含む空席状況情報要求を受け付ける空席状況情報要求受付
処理部と，
　前記受け付けた空席状況情報要求における位置情報と時間情報とを用いて範囲を特定す
る範囲特定処理部と，
　前記特定した範囲における店舗を特定する店舗特定処理部と，
　前記特定した店舗が利用する店舗端末に対して，前記受け付けた空席状況情報要求の一
部または全部を通知する空席状況情報通知処理部と，
　前記空席状況情報要求の一部または全部を通知された前記店舗端末から，その店舗の空
席状況を示す情報を受け付け，その一部または全部が記載された空席状況情報を前記ユー
ザ端末に対して通知する空席状況情報回答処理部と，を有し，
　前記範囲特定処理部は，
　前記時間情報で特定された時間により移動可能な距離を算出し，前記位置情報を中心と
した前記移動可能な距離を前記範囲として特定する，
　ことを特徴とする空席状況情報提供システム。
【請求項２】
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　前記店舗端末は，
　前記空席状況情報要求の通知を受け取ると音を再生するまたは振動をする，
　ことを特徴とする請求項１に記載の空席状況情報提供システム。
【請求項３】
　前記店舗端末から受け付ける前記店舗の空席状況を示す情報には、前記店舗からのメッ
セージ情報が含まれており，
　前記空席状況情報回答処理部は，前記ユーザ端末に対して前記メッセージ情報が含まれ
た前記空席状況情報を通知する，
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の空席状況情報提供システム。
【請求項４】
　前記空席状況情報通知処理部は、前記空席状況情報要求を受け付けると、該空席状況情
報要求をしたユーザに対して該ユーザを特定するユーザ識別情報を自動的に付与し、前記
店舗端末に前記ユーザ識別情報を通知する，
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の空席状況情報提供システム。
【請求項５】
　前記ユーザ端末から受け付ける前記空席状況情報要求には、いつまでに前記要求に対す
る返事が欲しいのかを示した返信希望時刻が含まれており、
　前記空席状況情報通知処理部は、前記店舗端末に前記返信希望時刻を通知する，
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の空席状況情報提供システム。
【請求項６】
　前記店舗端末から受け付ける前記店舗の空席状況を示す情報には、返信の有効期限が含
まれており，
　前記空席状況情報回答処理部は，前記ユーザ端末に対して前記返信の有効期限が含まれ
た前記空席状況情報を通知する，
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の空席状況情報提供システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，ユーザからの要求に応じて，店舗における空席状況を提供する空席状況情報
提供システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　レストラン，居酒屋等の店舗で飲食を希望する場合には，事前に予約を行い，座席を確
保してからその店舗を訪れることが多い。最初の店舗で飲食を行う場合には，参加者全員
の料理の希望，時刻，場所等を勘案してグルメ雑誌，インターネット等を用いて検索し，
容易に予約をすることが可能である。
【０００３】
　しかし，二次会等においては一次会の終了時刻が不明確であること，二次会への参加者
が流動的である（その場にならないと確定しない）こと等から，事前に予約をするのが困
難であって，従来は，二次会参加者が連れだって各店舗を回りながら入店できるかを確認
する，あるいは各店舗に架電し，入店できるかを確認する等の方法によって，二次会の店
舗を確保することが多い。
【０００４】
　このような方法を用いた場合，二次会参加者全員が移動するのは煩雑であるし，また非
常に効率が悪い。さらに，各店舗に架電して入店できるかを確認する方法も，実際にその
店舗に入店できるかを予測して架電しているにすぎず，店舗を確保するまでに時間を要す
る。
【０００５】
　そこで空席状況を提供する予約システムが求められる。そのような予約システムとして
下記特許文献１が存在する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－１３４６８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１のシステムは，インターネット上で，施設の空情報を所定時間間隔で公開し
，それを施設側からの伝達で随時，更新する予約システムである。このような，あらかじ
め施設の空情報を登録しておくシステムの場合には，その施設に対して関心があるユーザ
がいない場合でも空情報を登録しておく必要がある。そのため，予約システムを利用する
すべての施設が空情報を登録しておかなければならず，それを記憶するための無駄な記憶
容量が必要となる。また，施設からの登録を随時行うことから，無駄なネットワークトラ
フィックも発生する。
【０００８】
　さらに，このような予約システムを用いた場合，施設側は，所定時間間隔で施設の空情
報を指定の方法で伝達しなければならず，施設の繁忙時間帯にそのような作業を行うのは
，施設側にとって非常に負担となる場合がある。また，所定時間間隔で空情報を伝達する
ために，専用の店員を配置せざるを得ないこともある。しかし専用の店員を配置するには
新たなコストが必要となり，施設側にとっては経済的負担とならざるをえず，このような
予約システムの導入には躊躇せざるを得ない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで，本発明者は上記技術的課題を解決する空席状況情報提供システムを発明した。
【００１０】
　第１の発明は，店舗の空席状況を提供する空席状況情報提供システムであって，店舗に
関する情報を記憶する店舗情報記憶部と，ユーザが利用するユーザ端末から，前記ユーザ
端末の位置情報と、何分後の空席状況が知りたいかを示す時間情報とを含む空席状況情報
要求を受け付ける空席状況情報要求受付処理部と，前記受け付けた空席状況情報要求にお
ける位置情報と時間情報とを用いて範囲を特定する範囲特定処理部と，前記特定した範囲
における店舗を特定する店舗特定処理部と，前記特定した店舗が利用する店舗端末に対し
て，前記受け付けた空席状況情報要求の一部または全部を通知する空席状況情報通知処理
部と，前記空席状況情報要求の一部または全部を通知された前記店舗端末から，その店舗
の空席状況を示す情報を受け付け，その一部または全部が記載された空席状況情報を前記
ユーザ端末に対して通知する空席状況情報回答処理部と，を有し，前記範囲特定処理部は
，前記時間情報で特定された時間により移動可能な距離を算出し，前記位置情報を中心と
した前記移動可能な距離を前記範囲として特定する，ことを特徴とする空席状況情報提供
システムである。
【００１１】
　本発明のように構成することで，ユーザ（ユーザ端末）からの要求があった場合に，そ
れが店舗（店舗端末）に通知されるので，店舗は，空席がある，またはできそうで，かつ
対応可能な場合に，空席状況を提供すればよい。このようにすることで，無駄な空席状況
の情報を記憶することがないので，記憶容量の節約になるとともに，ネットワークトラフ
ィックの軽減にも繋がる。
【００１２】
　また，特許文献１のような従来のシステムの場合には，空席状況が変わるたびに入力す
る必要があり店舗の負担が大きかったが，本発明ではそのような作業が不要となり，店舗
にとって負担の軽減となる。また，満席で忙しいときに返信をしなくても済むので，店舗
の状況にあわせて対応することができる。一方，ユーザにとっては，即時性のある情報を
取得することができる。
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【００１４】
　移動可能範囲内にない店舗から空席状況を受け取ったとしても無駄であるが，本発明に
よって移動可能な範囲内の店舗からの空席状況だけを受け取るように構成することができ
る。
【００１５】
　上述の発明において，前記店舗端末は，前記空席状況情報要求の通知を受け取ると音を
再生するまたは振動をする空席状況情報提供システムのように構成することもできる。
【００１６】
　店舗端末の利用者は移動していることも多く，特に店舗端末が可搬型通信端末の場合に
はポケットに入れて持ち歩いていることも多い。そのような場合には通知があったことに
気がつきにくい。そこで，本発明のように構成することで，通知があったことに気がつき
やすくなり，即時に対応することが可能となる。
【００１７】
　また、上述の発明において、前記店舗端末から受け付ける前記店舗の空席状況を示す情
報には、前記店舗からのメッセージ情報が含まれており，前記空席状況情報回答処理部は
，前記ユーザ端末に対して前記メッセージ情報が含まれた前記空席状況情報を通知する，
空席状況情報提供システムのように構成することもできる。
【００１８】
　また、上述の発明において、前記空席状況情報通知処理部は、前記空席状況情報要求を
受け付けると、該空席状況情報要求をしたユーザに対して該ユーザを特定するユーザ識別
情報を自動的に付与し、前記店舗端末に前記ユーザ識別情報を通知する，空席状況情報提
供システムのように構成することもできる。
【００１９】
　また、上述の発明において、前記ユーザ端末から受け付ける前記空席状況情報要求には
、いつまでに前記要求に対する返事が欲しいのかを示した返信希望時刻が含まれており、
前記空席状況情報通知処理部は、前記店舗端末に前記返信希望時刻を通知する，空席状況
情報提供システムのように構成することもできる。
【００２０】
　上述の発明において，前記店舗端末から受け付ける前記店舗の空席状況を示す情報には
、返信の有効期限が含まれており，前記空席状況情報回答処理部は，前記ユーザ端末に対
して前記返信の有効期限が含まれた前記空席状況情報を通知する，空席状況情報提供シス
テムのように構成することもできる。
【００２１】
　上述の各発明は，以下のような処理をコンピュータ上で実行することで実現できる。す
なわち，店舗の空席状況を提供する空席状況情報提供システムを実行するコンピュータに
おける空席情報提供方法であって，前記コンピュータは，店舗に関する情報を記憶する店
舗情報記憶部を有しており，ユーザが利用するユーザ端末から，位置情報と時間情報とを
含む空席状況情報の要求を受け付けるステップと，前記受け付けた空席状況情報要求にお
ける位置情報と時間情報とを用いて範囲を特定するステップと，前記特定した範囲におけ
る店舗を特定するステップと，前記特定した店舗が利用する店舗端末に対して，前記受け
付けた空席状況情報要求の一部または全部を通知するステップと，前記店舗端末から，そ
の店舗の空席状況を示す情報を受け付け，その一部または全部を前記ユーザ端末に対して
通知するステップと，を有する空席状況情報提供方法である。
【００２２】
　また，以下のように構成することもできる。すなわち，店舗の空席状況を提供する空席
状況情報提供システムを実行するコンピュータにおける空席情報提供方法であって，前記
コンピュータは，店舗に関する情報を記憶する店舗情報記憶部を有しており，ユーザが利
用するユーザ端末から空席状況情報の要求を受け付けるステップと，前記受け付けた空席
状況情報要求における検索条件に該当する店舗を前記店舗情報記憶部から特定するステッ
プと，前記特定した店舗が利用する店舗端末に対して，前記受け付けた空席状況情報要求
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の一部または全部を通知するステップと，前記店舗端末から，その店舗の空席状況を示す
情報を受け付け，その一部または全部を前記ユーザ端末に対して通知するステップと，を
有する空席状況情報提供方法である。
【００２３】
　また，以下のように構成することもできる。すなわち，店舗の空席状況を提供する空席
状況情報提供システムを実行するコンピュータにおける空席情報提供方法であって，前記
コンピュータは，店舗に関する情報を記憶する店舗情報記憶部を有しており，ユーザが利
用するユーザ端末から，位置情報を含む空席状況情報の要求を受け付けるステップと，前
記受け付けた空席状況情報要求における位置情報に応じて範囲を特定するステップと，前
記特定した範囲における店舗を特定するステップと，前記特定した店舗が利用する店舗端
末に対して，前記受け付けた空席状況情報要求の一部または全部を通知するステップと，
前記店舗端末から，その店舗の空席状況を示す情報を受け付け，その一部または全部を前
記ユーザ端末に対して通知するステップと，を有する空席状況情報提供方法である。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明を用いることによって，ユーザからの要求があった場合に店舗は空席状況情報を
登録すればよいので，無駄な記憶容量を消費することがなく，また無駄なネットワークト
ラフィックも発生しない。
【００２５】
　さらに，店舗は必要に応じて空席状況情報の要求に対応すればよいので，店舗に余裕が
あるときに対応すればよくなり，店舗の負担も軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の空席状況情報提供システムのシステム構成の概念図の一例を模式的に示
す図である。
【図２】本発明の空席状況情報提供システムを実現するコンピュータのハードウェア構成
の一例を模式的に示す図である。
【図３】本発明の空席状況情報提供システムの処理プロセスの一例を示す図である。
【図４】店舗情報記憶部の一例を模式的に示す図である。
【図５】空席状況情報の要求を行う場合の画面の一例を示す図である。
【図６】店舗端末で表示される画面の一例を示す図である。
【図７】図６の画面に，店舗からの返信を入力した場合の画面の一例を示す図である。
【図８】店舗の一覧画面の一例を模式的に示す図である。
【図９】店舗が地図上に表示される画面の一例を模式的に示す図である。
【図１０】店舗のウェブサイトの一例を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の空席状況情報提供システム１のシステム構成の一例の概念図を図１に示す。ま
た，空席状況情報提供システム１を実現するコンピュータのハードウェア構成の一例を図
２に示す。空席状況情報提供システム１は，ユーザが利用するユーザ端末３と，店舗が利
用する店舗端末４と情報の送受信が可能である。
【００２８】
　空席状況情報提供システム１は，サーバ２などのコンピュータにより実現される。空席
状況情報提供システム１を実現するコンピュータは，プログラムの演算処理を実行するＣ
ＰＵなどの演算装置７０と，情報を記憶するＲＡＭやハードディスクなどの記憶装置７１
と，ディスプレイなどの表示装置７２と，キーボードやポインティングデバイス（マウス
やテンキーなど）などの入力装置７３と，演算装置７０の処理結果や記憶装置７１に記憶
する情報をインターネットやＬＡＮなどのネットワークを介して送受信する通信装置７４
とを有している。コンピュータ上で実現する各機能（各手段）は，その処理を実行する手
段（プログラムやモジュールなど）が演算装置７０に読み込まれることでその処理が実行
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される。各機能は，記憶装置７１に記憶した情報をその処理において使用する場合には，
該当する情報を当該記憶装置７１から読み出し，読み出した情報を適宜，演算装置７０に
おける処理に用いる。また，図２では空席状況情報提供システム１が一台のサーバ２で実
現される場合を示したが，複数のコンピュータに，その機能が分散配置されていても良い
。
【００２９】
　本発明における各手段は，その機能が論理的に区別されているのみであって，物理上あ
るいは事実上は同一の領域を為していても良い。
【００３０】
　ユーザ端末３はユーザが利用するコンピュータであって，好ましくはスマートフォンを
含む携帯電話，ＰＨＳ，タブレット型のコンピュータなどの可搬型通信端末である。また
ユーザ端末３にはＧＰＳ機能を備えていることが良い。ユーザはユーザ端末３を操作する
ことによって空席状況情報の要求を行い，また店舗からの空席状況情報を取得し，店舗に
対して架電などで連絡を行う。これらの機能を実行するため，所定のアプリケーションプ
ログラムが起動している。
【００３１】
　店舗端末４は，店舗が利用するコンピュータであって，好ましくはスマートフォンを含
む携帯電話，ＰＨＳ，タブレット型のコンピュータなどの可搬型通信端末であるが，それ
に限定されない。店舗端末４は，ユーザ端末３からの空席状況情報の要求（ユーザが指定
した人数分の空席があるかを示す要求）に対応できるかを示す空席状況情報の入力を受け
付け，それを空席状況情報提供システム１に送る。店舗端末４では本発明の空席状況情報
提供システム１におけるサーバ２からの空席状況情報の要求があったことの通知を受け付
けられるように，所定のアプリケーションプログラムが起動している。
【００３２】
　空席状況情報提供システム１は，店舗情報記憶部２０と空席状況情報要求受付処理部２
１と範囲特定処理部２２と店舗特定処理部２３と空席状況情報通知処理部２４と空席状況
情報回答処理部２５とを有する。
【００３３】
　店舗情報記憶部２０は，空席状況情報提供システム１を利用する店舗に関する情報を記
憶する。たとえば店舗名や店舗ＩＤなどの店舗識別情報，住所，電話番号，地図情報にお
ける所在地を示す情報（たとえば緯度，経度の情報），当該店舗のウェブサイトのＵＲＬ
，飲食店のジャンルなどを記憶する。図４に店舗情報記憶部２０の一例を模式的に示す。
【００３４】
　空席状況情報要求受付処理部２１は，ユーザ端末３から，ユーザを識別するユーザＩＤ
と，ユーザ端末３の位置情報と，何分後の空席状況を知りたいかを示す情報，人数の情報
とを含む空席状況情報の要求を受け付ける。この際に，ユーザが希望する店舗の業態，た
とえば飲食店であれば料理のジャンル（和食，イタリアン，フレンチ，中華など），場所
，いつまでに通知を欲しいかを示す時刻情報（通知の有効時刻を示す情報）などの検索条
件のほか，店舗への要望などを受け付けてもよい。なお，空席状況情報要求受付処理部２
１は，空席状況情報の要求を識別可能なように，その要求に識別情報を対応づけて記憶し
ておくと良い。
【００３５】
　範囲特定処理部２２は，空席状況情報要求受付処理部２１でユーザ端末３の位置情報と
，何分後の空席状況を知りたいかを示す情報とを受け付けると，その位置情報を中心とし
て，上記時間で移動可能な範囲を特定する。たとえば１０分後の空席状況を知りたい場合
には，位置情報を中心として，１０分間で移動可能な距離を特定する。所定の移動手段，
たとえば徒歩を時速４キロとして設定している場合，時速４ｋｍ×１０／６０≒６６７ｍ
を移動可能な距離として特定する。すなわち，ユーザ端末３の位置情報を中心として半径
６６７ｍの範囲を特定する。
【００３６】
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　この際に，移動手段の入力をユーザ端末３から受け付け，その移動手段によって速度を
変更するように構成することもできる。
【００３７】
　なお上記ではユーザ端末３の位置情報を用いたが，ユーザ端末３から希望場所の情報を
受け付けている場合には，その場所を中心として範囲を特定しても良い。
【００３８】
　また位置情報を中心とした移動範囲のほか，住所，最寄り駅などの所定場所からの範囲
を特定することであっても良い。さらに，範囲を示す情報を，上述のように時間から算出
せず，何分，何メートルのように，検索条件として入力を受け付けても良い。
【００３９】
　店舗特定処理部２３は，範囲特定処理部２２で特定した範囲内に位置する店舗を，店舗
情報記憶部２０に記憶する店舗の位置情報に基づいて特定する。店舗の特定の際に，空席
状況情報要求受付処理部２１でユーザが希望する店舗の業態などの検索条件を受け付けて
いる場合には，その検索条件に合致する店舗であって，範囲内に位置する店舗を特定する
。
【００４０】
　空席状況情報通知処理部２４は，店舗特定処理部２３で特定した店舗の店舗端末４に対
して，上記ユーザ端末３から受け付けた空席状況情報の要求があったことの通知を行う。
たとえば何分後の空席状況を知りたいかを示す情報，人数の情報，店舗の業態（料理のジ
ャンルなど），通知の有効時刻を示す情報，店舗への要望，空席状況情報要求の識別情報
とを店舗端末４に通知する。なお，空席状況情報要求の識別情報はどのユーザの要求に対
するものかを識別するための情報であるが，店舗端末４で表示をさせるようにしても良い
。空席状況情報要求の識別情報はユーザからの入力を受け付けても良いが，自動的に付与
することが好ましい。この識別情報を設けることでユーザは名前などの個人情報を出さず
にすみ，店舗側もどの提案をしたユーザかを特定出来るので混乱することがない。後述す
るように，店舗側からの提案がユーザに行われる場合があり，その提案としてビール一杯
のサービスといったような何らかのサービスが行われる場合がある。そしてこれはユーザ
によって変わり得るから，店舗側としてもユーザを特定する必要があるので，上述のよう
に識別情報を設けることでユーザやサービスの間違いの防止ができる。
【００４１】
　空席状況情報回答処理部２５は，空席状況情報通知処理部２４で通知した空席状況情報
の要求があったことの通知に対する，店舗側からの空席状況の情報を受け取り，それをユ
ーザ端末３に送る。空席状況情報としては，店舗の識別情報，店舗からのメッセージの情
報，どの空席状況情報要求に対する回答であるかを示す空席状況情報要求の識別情報など
を含むと良い。
【００４２】
　つぎに本発明の空席状況情報提供システム１の処理プロセスの一例を図３を用いて説明
する。なお，以下の説明では店舗が飲食店の場合を説明するが，本発明はそれに限られる
ものではない。
【００４３】
　飲食店を探しているユーザは，ユーザ端末３で所定の操作を行うことで空席状況情報の
要求を行う（Ｓ１００）。すなわち，ユーザ端末３で所定の操作を行うことで，図５に示
すような画面を表示させ，何分後の空席状況を知りたいかを示す情報，人数の情報，希望
する料理のジャンルの情報，通知の有効時刻を示す情報などの検索条件を入力し，「送信
」を選択することで，ユーザ端末３のＧＰＳ機能が起動し，その位置情報を取得する。検
索条件としては，ほかに希望する飲食店の場所，禁煙／喫煙の区別，価格帯などがあって
もよい。たとえば図５の場合，検索条件として，「１０分後の空席状況」，「６人」，「
和食」，「２０時１０分」となる。また店舗への要望の情報を入力しても良い。
【００４４】
　なお，先にＧＰＳ機能を起動して位置情報を取得した後に，検索条件の入力を受け付け
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ても良い。
【００４５】
　取得した位置情報，ユーザ識別情報，検索条件とを空席状況情報要求としてユーザ端末
３からサーバ２に送る。サーバ２の空席状況情報要求受付処理部２１は，ユーザ端末３か
ら送られた空席状況情報要求を受け付ける。（Ｓ１１０）。この際に，空席状況情報要求
を識別するための識別情報を付与すると良い。
【００４６】
　空席状況情報要求を受け付けると，範囲特定処理部２２は，ユーザ端末３の位置情報と
，何分後の空席状況を知りたいかを示す情報とに基づいて，ユーザ端末３の位置情報を中
心として，上記時間情報での移動可能距離を特定する（Ｓ１２０）。たとえば移動可能距
離として６６７ｍとして特定したとする。
【００４７】
　移動可能距離を特定すると，ユーザ端末３の位置情報を中心として移動可能距離の範囲
内にある飲食店を店舗特定処理部２３が特定する（Ｓ１３０）。この際に，Ｓ１１０でユ
ーザ端末３から受け付けた空席状況情報要求における検索条件に基づいて，飲食店の絞り
込み検索を行うと良い。すなわち，ユーザ端末３の位置情報を中心として６６７ｍの範囲
内の飲食店であって，料理のジャンルが和食の飲食店を特定する。店舗情報記憶部２０が
図６であったとして，特定した飲食店が「Ａ店」，「Ｃ店」であったとする。
【００４８】
　空席状況情報通知処理部２４は，Ｓ１３０で特定した飲食店の店舗端末４に対して，ユ
ーザ端末３から受け付けた空席状況情報要求の一部または全部を通知する（Ｓ１４０）。
たとえば何分後の空席状況を知りたいかを示す情報（「１０分後」），人数の情報（「６
人」），料理のジャンルの情報（「和食」），通知の有効時刻の情報（「２０時１０分」
），店舗への要望，空席状況情報要求の識別情報とを店舗端末４に通知する。
【００４９】
　当該飲食店の店舗端末４（Ａ店，Ｃ店の各店舗端末４）では，Ｓ１４０で送られた通知
を受け付け（Ｓ１５０），通知があったことを店舗端末４で表示する（Ｓ１６０）。この
際に店舗端末４に表示される画面の一例が図６である。図６に示すように，画面に空席状
況情報要求の識別情報を表示させることで，飲食店は，ユーザを識別できる。
【００５０】
　空席状況の返信をしない場合には，「返信しない」を選択することでそのまま表示を消
すことができる。一方，返信をする場合には，返信の有効期限（有効時刻），飲食店から
のメッセージの情報を入力し，「返信」を選択する。入力した状態の一例が図７である。
これによって，飲食店の識別情報，返信の有効期限，飲食店からのメッセージの情報，ど
の空席状況情報要求に対する回答であるかを示す空席状況情報要求の識別情報などを含む
空席状況情報が，店舗端末４からサーバ２に送られる（Ｓ１７０）。
【００５１】
　店舗端末４から空席状況情報を空席状況情報回答処理部２５で受け取ると（Ｓ１８０）
，空席状況情報回答処理部２５は，空席状況情報における空席状況情報要求の識別情報に
基づいて，当該空席状況情報が対応する空席状況情報要求を特定し，その空席状況情報要
求を送ったユーザのユーザ端末３に対して，空席状況情報を送る（Ｓ１９０）。
【００５２】
　ユーザ端末３ではサーバ２から送られた各飲食店の空席状況情報を受け取り（Ｓ２００
），それをユーザ端末３で表示することで確認する。この際の画面の一例が図８である。
この画面は，ユーザ端末３において，Ｓ２００の空席状況情報の通知を受け取るたびに，
新たに更新されていくと好ましい。なお，ユーザ側で更新の通知をＯＦＦに切り替えるよ
うに設定できてもよい。通知をＯＦＦにすることで，それより後の通知を受け取らないよ
うに設定できる。
【００５３】
　また，図８の画面において「地図へ」を選択することによって，図９に示すように，ユ
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ーザが現在いる位置を中心として，通知を受け取った店舗の所在場所が表示された地図情
報が表示される。これは，空席状況情報回答処理部２５で通知を受け取った飲食店につい
て，店舗情報記憶部２０からその位置情報を抽出し，ユーザの現在位置（Ｓ１１０で取得
した位置情報）を中心とした位置を中心に，各店舗の位置情報を表示した地図情報を表示
させる。なお，Ｓ１１０で取得した位置情報のほか，ユーザの現在位置の情報を新たに取
得し，その位置情報を中心としても良い。
【００５４】
　ユーザが所望する飲食店の情報を閲覧する場合には，たとえば図８の画面における「ウ
ェブサイトを閲覧する」を選択したり，図９の画面における地図上における当該飲食店を
選択することで，当該飲食店のウェブサイトの閲覧要求がユーザ端末３から所定のサーバ
２，たとえば飲食店情報を提供するウェブサーバ２に送られ，当該飲食店のウェブサイト
がユーザ端末３で表示される。表示される飲食店のウェブサイトの一例が図１０である。
【００５５】
　ユーザ端末３のアプリケーションソフトウェアまたは当該飲食店の飲食店のウェブサイ
トから「電話をする」を選択することで，ユーザ端末３から飲食店に対して，直接，電話
を架けることができる。これによって，ユーザと飲食店との間で，直接，コミュニケーシ
ョンを採ることができ，情報の確認が行える。そしてユーザがその飲食店で良ければその
まま予約をすることもできる。
【００５６】
　空席状況情報提供システム１の別の実施態様として，以下のような構成を採ることもで
きる。
【００５７】
　店舗端末４のアプリケーションプログラムでは，サーバ２からの空席状況情報の要求が
あったことの通知を受け取った場合，それを音または振動によって，店舗端末４の利用者
に通知をしても良い。
【００５８】
　ＧＰＳ機能によって位置情報を取得する場合，その位置情報によって，範囲特定処理部
２２で特定する範囲を変更可能としても良い。たとえば，位置情報が新宿区新宿３丁目を
示す緯度・経度情報であった場合には，新宿３丁目を範囲として特定し，位置情報が中野
区中野４丁目を示す緯度・経度情報であった場合には，中野１丁目から中野６丁目までの
範囲を範囲特定処理部２２で特定する範囲として設定しても良い。このような構成をする
ことによって，たとえば飲食店が多い地区については範囲特定処理部２２で特定する範囲
を狭くし，飲食店が少ない地区については範囲特定処理部２２で特定する範囲を広くして
判定することが可能となる。なお，位置情報と特定する範囲の対応付けは，範囲特定処理
部２２で記憶していても良い。また，位置情報と特定する範囲の対応付けは，ユーザが設
定できても良い。
【００５９】
　またＧＰＳ機能によって位置情報を取得することとしたが，それ以外の方法，たとえば
ユーザから地名や住所，最寄り駅などの情報の入力を受け付けることで検索条件としての
位置情報としても良い。この場合，位置情報を中心とした範囲を範囲特定処理部２２で特
定する。また，地名や住所，最寄り駅などの情報を検索条件としての位置情報として受け
付けた場合には，範囲を特定せず（範囲特定処理部２２での処理を行わず），その位置情
報に関連づけている店舗を特定することでも良い。たとえば店舗の希望場所が銀座ならば
「銀座」を検索条件として入力を受け付け，銀座に関連づけられている店舗を特定しても
良い。
【００６０】
　店舗端末４において，サーバ２からの空席状況情報の要求があったことの通知を受け取
るためのアプリケーションプログラムを，営業時間中は起動しておくことが好ましいが，
必要に応じてアプリケーションプログラムを起動させておかなくても良い。たとえば飲食
店が忙しいときには起動しない状態としていても良い。起動させないことによって通知を
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【００６１】
　またサーバ２から店舗端末４に通知した空席状況情報の要求が店舗端末４で，アプリケ
ーションプログラムが起動していないなどの理由で通知できなかった場合，それをサーバ
２の空席状況情報通知処理部２４は一時的に記憶しておき，店舗端末４のアプリケーショ
ンプログラムが起動するなど，通知可能状態になった段階で，通知を送るようにしても良
い。なお，この場合の通知は，通常の空席状況情報の要求の通知とは異なり，通知があっ
たことを示すだけであり，たとえば人数の入力をできないようにしたり，送信ボタンを表
示させないなど，店舗端末４からの返信ができないようになっていると好ましい。返信が
できてしまうと，通知から時間がたっているにもかかわらず，ユーザに対して通知がされ
てしまい，ユーザにとって煩わしいからである。しかしこのような通知を店舗端末４で受
け取れることによって，もし通知が多くあれば，空席状況情報提供システム１を利用しよ
うとすることの動機づけに繋がるため，店舗にとっては有益な面がある。
【００６２】
　なお，アプリケーションプログラムが起動していないなどの理由で通知できなかった場
合，上記通知を一時的に記憶するのではなく，そのまま破棄しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明を用いることによって，ユーザからの要求があった場合に店舗は空席状況情報を
登録すればよいので，無駄な記憶容量を消費することがなく，また無駄なネットワークト
ラフィックも発生しない。
【００６４】
　さらに，店舗にとっても必要に応じて空席状況情報を登録すればよいのでその負担が軽
減される。
【符号の説明】
【００６５】
　１：空席状況情報提供システム
　２：サーバ
　３：ユーザ端末
　４：店舗端末
２０：店舗情報記憶部
２１：空席状況情報要求受付処理部
２２：範囲特定処理部
２３：店舗特定処理部
２４：空席状況情報通知処理部
２５：空席状況情報回答処理部
７０：演算装置
７１：記憶装置
７２：表示装置
７３：入力装置
７４：通信装置
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